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小平地区 田植作業開始
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本年度は融雪も早く天候にも恵まれ、育苗管理・圃場準備が順調に進み、小平地区で₅月13日、留萌地区で
₅月15日、増毛地区で₅月18日から田植え作業が始まりました。又、直播栽培につきましては、₅月10日に播種、
湛水直播につきましては₅月13日に播種作業を行っております。今後の生育につきましては生産者の適切な栽
培管理の実施により良食味米生産に期待しております。今年度の水稲作付面積は南るもい全体で約1772haとな
り15.1万俵の集荷を見込んでいます。

₅月₃日㈬にましけマルシェ前にて観光客への「お
もてなし」を行い、米やりんご・洋なしジュース、今
年は農協女性部山口部長にご協力いただき、りんご
ジャム等の加工品を販売いたしました。昨年のJR廃
線に伴い、客足を心配いたしましたが地元の人たちが
魅力を伝えたことにより、昨年よりも街には多くの観
光客が訪れ完売に近い売れ行きとなりました。

ＪＡグループ北海道では、新規就農者に地域の農
業・農村を担う一員として日々の努力と英知をもって
農業に意欲的に取り組んでもらうよう、例年、記念品
を添えて激励状の贈呈を行っています。
本年度も、南るもいの地域で新たに就農された₃名
の方にＪＡ北海道中央会他₅連の会長からの激励状
が送られることとなり、平成29年₅月16日㈫に橋村組
合長から激励の言葉とともに伝達を行いました。
皆さんは花きや肉牛等、特色のある経営形態であ
り、今後地域の農業を支える重要な役割を担っており
ますので、これからもＪＡグループと共に手を取り合
いながら、頑張っていただきたいと思います。まだま
だ不安等もあるかと思いますので、組合員の皆さまも
暖かく支えてあげてください。

ましけマルシェ前 おもてなし事業を開催

新規就農者に激励状を贈呈

留萌地区 増毛地区

良食味米生産に向けて、各地区田植作業始まる

（新たに就農された３名）
留萌市元町 菊地　泰之
留萌市大字留萌村幌糠 高橋　　淳
増毛町信砂 中舘　潤一
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農作業も繁忙期を向かえ、農機具を使用される機会が多くなっていることと思いますが、機械を扱
う以上、常に危険と隣り合わせであることを心にとめていただき農作業に努めていただきたいと思い
ます。
毎年、当ＪＡ管轄でも数人の方が農作業事故を起こしております。事故を起こした本人はもとより
ご家族の皆様にも苦労、負担がかかりますので、農作業は余裕のある作業計画で細心の注意をはらい
ながら、作業事故防止に気をつけていただきたいと思います。
農業労災保険に加入されている方で、万が一事故が起きましたら、当日か翌日にはＪＡ農業振興部・
各支所へ必ず連絡してください。連絡が遅れますと保険等の手続き上遅れてしまいますし、万一不該
当の恐れもございますので、まずは連絡をお願いします。

₅月28・29日増毛えび地酒まつりが開催されました。
甘エビ、海産物、地元出身の料理人三国シェフ発案の「えびカレー」
祭り限定の地酒を買い求めて、近隣はもとより、札幌、旭川等遠方から
多くのお客様が来場致しました。
農協が出店した28日は天候が良く、「ななつぼし」農産加工組合からは

「りんごジュース」「洋梨ジュース」農協女性部等からはケーキ等の加工品
をPR・販売いたしました。
また当日の特設ステージでは、利き酒コンテスト、歌謡ショーなどのパ
フォーマンスが行われ、大盛況のうち終了いたしました。

₅月10日朝₉時頃より、南るもい輪作研究会会員
圃場にて乾田への播種作業が、株式会社スガノ農機
協力のもと藤山地区、中尾克美氏圃場から始まりま
した。その後、富里地区吉本淳一氏圃場、沖内地区
近江基輝氏圃場、平和地区山崎政敏氏圃場、住吉地
区長岡勇起夫、㈲グリーンリーフ代表前崎正弘氏圃
場と合計約4.7ヘクタールを午後₄時までに播種致し
ました。夕方からの降雨予報ではありましたが、降
雨にあたる事もなく無事播種が終わりました。
また、来年度の乾田直播・畑作物等の適正な輪作

体系確立に向けての圃場づくりとして並行して無代
かき栽培の圃場作業、合計約23.7haも順調に作業が
進められております。

平成29年₅月10日時点　会員聞取り作業面積� 単位：ha

乾田直播 無代かき栽培 湛水直播
小平 4.4 13.7 0.5
増 毛   2.0
留 萌 0.3   8.0
合 計 4.7 23.7 0.5

（南るもい輪作研究会調べ）

農作業事故に注意!!

増毛えび地酒まつり 開催される

南るもい輪作研究会 水稲乾田直播、播種作業はじまる
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